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       南病棟チームカンファレンス記録


平成18年　9月　8日　（金）
司会者　阿部　美樹　　　　記録者　原　佳伸
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 汚染シーツと患者様の衣類が一緒に入っていたので確認して分けるようにして下さい。汚染シーツは各勤務帯で出すようにしましょう。

· 日誌をうつ場合はきちんとうつようにしましょう。グリセリン浣腸施行、臨時薬処方あった時等は打ち込みし、又、感染情報も正確に打ち込みして下さい。日誌にどこまでうてばよいのか分からない場合は確認して下さい。

· オムツの残確認を深夜のスタッフが行い、日勤に申し送り御家族様に電話する事になっていますが、オムツが足りなくなる事おおいです。確認、申し送りをしっかりお願いします。

＜患者様連絡事項＞

· 山下　ヨシ様～シンラック液1本処方となっています。下剤服薬するときは排便状況を

　　　　　　　　　確認してから与薬しましょう。

・　森　エツ様～９月７日朝より利尿剤が７日分処方となっています。ひき続き水分摂取状況、尿量、浮腫の状態、一般状態の観察をしていきましょう。

· 榊　八重子様～認知症により種々の能力を失っており、入院に関する能力が低下してい

　　　　　　　　るとＤｒが判断した為、任意入院から医療保護入院に切り替わっていま

　　　　　　　　す。

＜断水について＞
1 9月9日　8:30～12：00まで。南Ｂユニット全部とＣＤユニット全部
・　庶務よりポリタンクを借り、飲み水・手洗い用に水を汲んで置いて下さい。1F・2Fの風呂の浴槽にはトイレの流し水用に水を貯めて置きトイレ使用後はバケツで水を流すようにして下さい。ポリタンク使用後は庶務に返却して下さい。
　　ＣＤの入浴は午後から行い、入れない患者様は清拭で対応する。
2 9月10日　9：00～12：00まで南Ａユニット。
· トイレ・洗面所はＢユニットを使用して頂き、職員もＢユニットを使用するようにし特に水の汲み置きは行わない事とします。スタッフの皆さん対応宜しくお願いします。

＜生活機能訓練報告＞

· 榊　八重子様～９／６（水）にＡユニットに転入となっています。促しによりプログラムに参加すること出来ています。不安が強いのか確認してくること多く、何度か説明要しています。昨日は、最近の出来事を書く際にスイカの絵を書いており、理解が出来ていない様子見られています。少しずつ不安の軽減を図り、自殺企図もあるとの情報ですので注意し観察していく事が必要です。

· 松田　信夫様～今週は興奮することなく経過しています。自室で臥床していること多く、声掛けに拒否的です。入浴など日課も拒否的な様子であり、不安定な状態が続いています。

· 吉田　寿雄様～声掛けで少しずつプログラム参加しています。RO法にも参加し、自ら発言することあり、表情良いです。継続して参加の声掛け行っていきましょう。

· 上田　正男様～RO法で最近の出来事を書いてもらうと「部屋で衣類やコーヒーを盗む人がいるので困っています」と書いています。事実か妄想か確認していませんが他者とトラブルとなること考えられるため注意必要です。

· 瀬川　はな様～独語、帰宅要求、病院へ行きますと話し、プログラムに参加できずにいます。声掛けには穏やかに返答されていますが参加は断っています。昨日の風船バレーには参加されており少しずつ参加出来るように声掛け、介入していきましょう。

· 前野　好三様～「歩けない」「今日だけは勘弁してけろ」などと、自室で臥床していることありますがゆっくりホールに来てもらうように声掛けすると遅れて参加でき、最後まで参加されています。歩行状態不安定なため、転倒に注意して参加を促して下さい。

＜回想法報告＞

· 瀬川　はな様～時折、強い口調での独語が聞かれています。問いかけには反応していますが、まとまりを欠くことがあり同じことを何度も繰り返して話す事もあります。周囲の方も瀬川様の言動に対して表情を固くされることがあります。

· 河村　勝男様～参加の促しに対し「お金が無くなったんだよ」とポケットの中を見せて話す事があります。表情冴えず参加を拒否されています。

· 田端　玲子様～秋の食べ物についての話題で、季節に合った果物や魚などの名前を挙げることが出来ず、思いついたままに発言されています。スタッフに「似顔絵を描かせてほしい」と話すことがあり、やや依存的な面がみられています。

· 前野　好三様～誘導時、「歩けない」「転んだら責任取ってくれるか」などと依存的発言あります。不機嫌になる事はありません。

＜SST報告＞

Aユニット

· 一人一人発言聞かれ、スムーズに進めることできています。患者様にも緊張感みられず、表情良く参加できています。

Bユニット

· 全員参加して頂き、自発的発言も多く話しに盛り上がり見られました。全員最後まで参加されました。

CDユニット

· 前野様の発言にまとまりなさがみられています。困っている事について、ほとんどの方が以前あったとのことでした。前野様、一人で発言されていることが多く、他の方が発言が少なく静かな雰囲気でした。

・プレミーティングをしっかり行ない、手順や実際どのように進めたのかを記載するようにして下さい。

